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交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

335件 
49件 

1人 

－22 
－2

（12） （＋2） 

（0） （－2） 
－2

53人 
286件 

＋2 
－20

件数内訳 平成２１年9月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

10月の納税 

市・県民税s3期 
納 期 限s11月 2日（月） 
口座振替s10月26日（月） 

男 
女 
合　計 
世帯数 

8月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

9月末現在 月間増減 
出　生 

－ 
－ 
－ 
－ 

死　亡 転　入 
自然動態  社会動態  

人 
人 
人 
世帯 

人 
人 
人 
世帯 

12,750 
13,923 
26,673 
8,313

3 
14 
17

12,735 
13,913 
26,648 
8,307

15 
10 
25 
6

15 
18 
33

14 
19 
33

17 
25 
42

転　出 

人口の動き 

編
集
後
記 

広
告 

広
告
の
お
申
し
込
み
は 

秘
書
・
広
報
課
ま
で 

▼
9
月
後
半
か
ら
良
い
天

気
が
続
き
、
気
温
も
高
め

で
い
ま
一
つ
秋
ら
し
く
な

い
日
が
続
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
取
材
で
訪
れ

た
小
原
で
は
、
す
で
に
ス

ス
キ
の
穂
が
出
て
す
っ
か

り
秋
ら
し
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
重
松
さ

ん
は
、
い
い
意
味
で
と
て

も
力
の
抜
け
た
印
象
の
か

た
で
す
。
と
て
も
小
原
に

定
住
し
た
い
と
思
わ
れ
る

か
た
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、

小
原
に
非
常
に
愛
着
を
感

じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
な

感
覚
に
な
る
場
所
で
す
。

皆
さ
ん
も
一
度
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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足並みをそろえて 
　9月13日に行われた国際交流サロン「アメリカ
風BBQ大会」。バーベキューの前にミニ運動会で
国際交流を図りました。秋晴れのもと、お腹も空い
て待っていたのは、できたてハンバーガー。 

足並みをそろえて 
　9月13日に行われた国際交流サロン「アメリカ
風BBQ大会」。バーベキューの前にミニ運動会で
国際交流を図りました。秋晴れのもと、お腹も空い
て待っていたのは、できたてハンバーガー。 

（106）

加
賀
の
荘
園
で
活
躍
す
る
平
泉
寺

衆
徒
の
名
は
、
渡わ

た

辺な
べ

民み
ん

部ぶ

卿き
ょ
う

神
田
千ち

里さ
と

著
『
一
向
一
揆
と
真
宗
信
仰
』
と
い

う
本
を
手
に
し
て
み
る
と
、「
自
加
州
渡
部
民
部

卿
（
平
泉
寺
衆
徒
余
被
官
也
）
上
洛
」
い
う
文
言

を
見
つ
け
驚
い
た
。
つ
ま
り
「
加
賀
よ
り
渡
辺
民

部
卿
が
京
都
に
の
ぼ
る
。
渡
部
は
平
泉
寺
衆
徒
な

り
」
と
。
加
賀
国
に
平
泉
寺
の
衆
徒
が
い
た
と
す

れ
ば
、
加
賀
国
の
一
角
に
ま
で
平
泉
寺
の
勢
力
が

あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

平
泉
寺
の
衆
徒
（
法
師
）
で
あ
る
な
ら
、
○
○

院
と
か
○
○
坊
と
い
う
衆
徒
が
居
住
す
る
坊
院
の

名
で
呼
ば
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

「
渡
部
」
と
い
う
姓
が
あ
り
、
次
に
民
部
卿
と
い

う
官
職
名
が
つ
け
ら
れ
、
一
般
の
俗
人
で
は
な
い

よ
う
だ
。
こ
れ
に
関
し
て
『
勝
山
市
史
　
第
二
巻
』

の
一
五
七
頁
に
当
時
の
名
乗
り
に
つ
い
て
解
説
が

あ
る
。
市
史
に
よ
れ
ば
「
公き

ん

名な

」
と
呼
ば
れ
る
慣

習
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。『
大
辞
林
』
で

は
、
見
出
し
は

「
き
み
な
【
公

名
・
君
名
・
卿

名
】
」
で
、
そ

の
意
味
は
「
比

叡
山
な
ど
で
、

父
親
の
官
名
を

と
っ
た
幼
童
の

呼
び
名
。
貴
族

の
子
弟
を
弟
子

と
す
る
と
き

に
、
大
蔵
卿
の
君
、
兵
部
卿
の
君
な
ど
と
呼
ん
だ
」

と
あ
る
。
渡
部
民
部
卿
は
京
都
の
貴
族
の
子
弟
で

あ
り
、
平
泉
寺
に
入
り
僧
侶
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
高
村
式
部
卿
存
秀
と
い
う
人
物
も
平
泉
寺

文
書
に
登
場
す
る
が
、
京
都
の
貴
族
の
出
自
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
飛あ

す

鳥か

井い

宝ほ
う

光こ
う

院い
ん

が
貴
族
の
「
飛
鳥

井
家
」
か
ら
の
出
自
と
す
れ
ば
、
波は

多た

野の

玉ぎ
ょ
く

泉せ
ん

坊ぼ
う

は
志
比
の
波
多
野
義よ

し

重し
げ

を
祖
と
す
る
波
多
野
家
で

あ
る
。

平
安
末
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
は
、
加
賀
市

の
動
橋

い
ぶ
り
ば
し

付
近
に
額
田
荘

ぬ
か
だ
の
し
ょ
う

と
よ
ば
れ
る
荘
園
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
範
囲
は
明
確
で
な
い
。
文
明
四
年

（
一
四
七
二
）
の
こ
ろ
は
、
京
都
の
貴
族
中
院

な
か
の
い
ん

通み
ち

秀ひ
で

の
所
領
で
、
渡
部
民
部
卿
は
被ひ

官か
ん

と
し
て
、
額

田
荘
を
預
か
り
、
加
賀
の
政
治
情
勢
を
報
告
す
る

立
場
で
あ
り
、
そ
の
一
部
の
年
貢
を
請
け
負
う
荘

官
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
願
寺
門
徒
も
荘
官
と

し
て
荘
園
の
一
部
の
年
貢
を
請
け
負
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
中
院
通
秀
は
こ
の
荘
園
を
直じ

き

務む

す
る
た

め
に
山や

ま

川ご
う

高た
か

藤ふ
じ

を
代
官
と
し
た
の
は
文
明
七
年

（
一
四
七
五
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
渡
部
民
部
卿

は
中
院
通
秀
の
被
官
と
し
て
文
明
九
年
（
一
四
七

七
）
額
田
荘
の
状
勢
を
報
告
し
た
。
こ
の
こ
と
は

『
十

じ
ゅ
う

輪り
ん

院い
ん

内な
い

府ふ

記き

』
と
い
う
日
記
に
記
録
さ
れ
て

い
る
。

参
考
文
献
『
加
賀
・
能
登
　
歴
史
の
扉
』

勝
山
市
文
化
財
保
護
委
員
　
佐
野
光
臣

額田荘と伝える加賀市の動橋付近（右書き）


